
出版の話―一今井清一著『濱口雄幸伝』出版をめぐって
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出版不況 → 話題性があれば出しやすい → 話題性を作る → 幻灯舎
現在、傑作と評価されている本が、大手出版社に軒並み拒否されて無名の小出版社か

ら出る → 出版社が成長、変貌する
→ 零細出版社が、現実には、なかなか経験できることではない
→ 幸運にもそのような作品に巡 り会つたというのが以下の話である
→ 新間が興味を持ってくれた
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原敬 勃興記 課題 :衆議院を基礎とする政党が政局の主導権をとる
加藤高明 全盛期 課題 :「憲政の常道」の樹立

濱口雄幸 爛熟 `衰退期 課題 :中流以上の利益を計り、大衆の信頼をかちうる

政党政治家としての濱口雄幸 (11章の丸山真男の直し)


